
















































































































































































と（1954）　With Univ. President, 























　「角田柳作展──日米の架け橋となった “Sensei”」（Special exhibition: 

















































































































































死亡記事（複製）、Sources of Japanese Tradition 1957（Columbia Univ. 




















































































































































らと）　Receiving an honorary doc-
toral degree
角田柳作書
角田柳作展オープニング
館長と星野富士子さん シンポジウム
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Ⅱ　早稲田ゆかりの人々Ⅰ　田中光顕
　角田柳作展に先立ち、創立125記念企画展示第一弾として、2007年３月
23日より５月10日まで、「早稲田ゆかりの人々Ⅰ　田中光顕」展を総合学
術情報センター２階展示室において開催した。
　田中光顕（1843～1939）は天保14年、土佐に生まれた人である。彼の青
年時代は幕末・維新の動乱期であった。坂本龍馬ら、幕末に活躍する尊攘
志士を輩出した土佐藩にあって、田中光顕も武市瑞山（半平太）にしたが
い土佐勤王党の一員として、若い頃から国事に奔走した。慶應３年（1867）
11月、京都で坂本龍馬と中岡慎太郎が暗殺されたとき、田中は急を聞いて
土佐藩邸から現場の河原町近江屋に駆けつけ、中岡慎太郎の最期の言葉を
聞いている。
　田中光顕はその中岡慎太郎の陸援隊をひきつぎ、倒幕運動の中に身をお
いた。維新後、新政府に出仕し、岩倉使節団の一員として欧米を視察する。
のち、内閣書記官長、学習院院長、宮内省図書頭、宮内大臣などを歴任、
華族に列した。
　宮内省図書頭（ずしょのかみ＝図書寮の長）に任じたことからも分かる
ように、田中は書画骨董を好む文人の一面をもっていた。古文書、稀書へ
の造詣が深く、正しい鑑識眼の持ち主であったといわれている。彼はまた、
ともに幕末・維新の時代を生きた志士たちの遺した墨蹟を収集することに
も力を注いだ。出身藩である土佐の志士のみならず、水戸、薩摩、長州か
ら、敵であった幕府側の人々の筆跡にまで、その収集の範囲は広く及んで
いる。
　田中と、早稲田大学の創立者、大隈重信との接点はとくにない。早稲田
とは別にかかわりのある人ではなかったようだ。しかし、この経過が突然
劇的に変わるのは、ある一巻の古書がきっかけになっている。
　明治23年、梁（中国南北朝時代）の儒者、皇侃（おうがん）の著『礼記
義疏』の註釈『礼記子本疏義』第五十九巻の古写本の零本一巻が、上野池
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之端の古書肆にあらわれた。零本とはいえ唐鈔本（唐の時代の古写本）で
あり、戦乱のつづいた中国本土にはのこっているべくもない稀覯書である。
その巻末には光明皇后（藤原光明子）の所用といわれる「内家私印」の印
が見出された。すなわちこれは、奈良時代に中国からわが国に舶載された
ものということになる。『古逸叢書』の編者でもある時の清国公使、黎庶
昌と争ってこれを入手した田中は、これを複製させ、天下の稀覯書の影印
を同好の人士に頒布した。早稲田大学でもその噂をきいて、当時の鳩山学
長の名でその複製の頒布を願い出たのである。
　その後の展開は、市島春城の文章を引用しよう。
……早稲田大学ではこの礼記疏義を別に石版に写取つたのがあると聞
いたから、其石版摺を一部分与して貰ひたいと思つて、小使に手紙を
持たして伯の許へ相談に遣つた処が、伯の返事に其写しはないのみな
らす、其書物を永く早稲田大学の図書館に保存してくれるなら本望だ
と言つて、本物の礼記疏義を其侭送つて来てくれた、自分は此時ばか
り驚き且つ喜んだ事はない、世間には驚喜といふ言葉があるけれど、
自分は永い生涯中未だ嘗てこの驚喜をする機会に出逢はなかったが、
此時生れて始めてこの驚喜の感に打たれたのである、……（後略）
　つまり複製の頒布を願ったところ、もう複製は一部をのこして配りつく
してしまったからと原本をくれたというのだ。
　そのとき、鳩山和夫校長と市島図書館長を驚喜させた田中光顕の手紙が、
大学史資料センターへの寄贈資料の中に見出された。その全文を以下に示
す。
拝讀。益御清適欣賀不斜奉存候。陳者拙蔵之皇侃義疏禮記之件ニ關シ
御垂示之旨敬承仕候。右ハ先年寫真版ニ附シ諸方ニ分配仕、只今ニテ
ハ手許ニ僅ニ一部ヲ留メ置申候。
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然ニ右古書ハ一家之有ト為シ遂ニ蠧魚之腹ヲ肥し候様相成候も、誠ニ
遺憾之至に相考候間
茲ニ謹而貴圖書館へ寄贈仕度候間御許可被下度奉願候。
尚委細ハ得拝鳳萬可申述候。　　怱々敬具　　明治卅八年十月十四日　
田中光顕
早稲田大學校長　鳩山和夫殿
　このようにして、のちに国宝の指定を受けることになる『礼記子本疏義』
は早稲田大学図書館に収蔵されることとなったのである。この挿話でも明
らかなように、田中光顕は、名利にこだわらぬ恬淡とした人だったようだ。
むろん貴重な文化財を個人が私蔵することの弊を避ける意味から、公的機
関に寄贈したのであるが、早稲田大学に寄贈といっても、現在の早稲田で
はない。東大でも、田中が院長をしていたこともある学習院でもなく、当
時まだ新興の貧乏学校にすぎなかった早稲田に、このような貴重な品をよ
く託す気になったものである。市島が驚喜するのも故なしとしない。明治
41年（1908）、早稲田大学が、伊藤博文らとならび田中光顕に「校賓」の
称号を贈ったのも当然であった。
　その後田中は早稲田大学図書館、とりわけ市島春城に深い信頼を寄せ、
唐代写本である顧野王撰になる古字書『玉篇』一巻も、早稲田大学に寄贈
した。これも、のちに国宝に指定されるものである。
　唐鈔本『玉篇』は、一部紙背に日本の治安元年（1021）の年記を持つ古
写『金剛界私記』が見られ、平安時代までにわが国に舶載されたと考えら
れるもので、森鷗外の『伊澤蘭軒』の中に引用されている蘭軒の『長崎紀
行』には、文化３年（1806）に蘭軒が京都の寺町御池においてまさにこの
書を閲覧したことが記されている。この書はまた、明治のはじめ「秋月の
乱」にまきこまれるなど数奇な運命をたどっている。
　旧国宝で現在は重要文化財の指定を受けている『東大寺薬師院文書』10
巻15通も、田中光顕からの寄贈である。さらに田中は、昭和２年、みずか
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らの収集になる「維新志士遺墨」180点を早稲田大学図書館に寄贈した。
早稲田大学は、この田中の厚遇に報いるため、日本画家島田墨仙に依頼し
て、田中光顕の肖像を二部描かせ、一部を贈るとともに、一部を図書館に
のこして、寄贈資料とともに永く記念するよすがとしている。
　したがってこの展示は、２点の国宝、１件の重要文化財を、名だたる維
新の志士たちの遺墨が取り囲むという豪華なものとなった。
　田中光顕から贈られた『礼記子本疏義』は礼記の第五十九巻「喪服小記」
の部分の断簡であるが、全てひろげると６メートルを越える長巻である。
『玉篇』ももとより断簡で、数か所欠落部分をつなげてあるが、全体はさ
らに長く、13メートルにも達する。ふだんほとんど広げることのないこれ
らの巻子を、展示ケースのゆるすかぎり長くひろげ、展示した。『礼記』
は巻末の「内家私印」を見せるかたちとした。
　『東大寺薬師院文書』は「天延古文書」の一名があり、奈良時代の天平
年間から平安時代の延喜年間にかけての古文書15通であるが、古い時代の
ものを３通展示した。このように国宝・重文を惜しげもなく並べるという
ことは、いままでになかったことである。これも田中光顕展だから可能に
なることである。
　しかし大方の観覧者の目は、国宝・重文よりも、その上の壁面に所狭し
とならべられた幕末維新の志士たちの墨蹟の掛軸に惹きつけられたであろ
う。
　『維新志士遺墨』の寄贈以来、これを用いて、これまで何度も展覧会を
ひらいており、その意味ではわれわれには見なれたものであるのだが、は
じめて目にする学生たちにはまさしく圧巻であったようだ。西郷隆盛、大
久保利通、木戸孝允、岩倉具視、三条実美、坂本龍馬、中岡慎太郎、高杉
晋作、伊藤博文、徳川慶喜、松平春嶽、勝海舟、頼山陽、佐久間象山、高
野長英、渡邊崋山……歴史の教科書に出てくるこれらの人々の自筆資料が
ずらりと並べられているのだ。はじめてこれを目にすれば驚嘆するであろ
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う。
　ほかに特異な資料として、桜田門外の変に加わった水戸浪士、蓮田市五
郎が獄中で描いた大老襲撃の様子『桜田実地写真之図』、文久３年の「天
誅組の乱」に参加した井沢宜庵という大和の医師が血祭りにあげた幕府代
官の首を描いた『天誅の図』、西郷隆盛と共に追われる身となり錦江湾に
身を投げた僧、月照の遺墨など。われわれとしても、展示するものを選ぶ
のに困惑するほどである。
　展示部会では、観覧者の便宜を考えて、これらの資料に「読み下し文」
を付すとともに、キャプション、読み下しを加えた全出品資料の解説パン
フレットを作成し、おもな資料のカラー写真をのせたミニ図録（リーフ
レット）とともに会場に置いた。
　国宝・重文や貴重な志士遺墨を大量に、長期間出品しているところから、
念のため会場には全会期を通じて警備要員を置いた。狭い展示室に警備の
人員がいると学生はきらって入らないものであるが、この展覧会に関して
は例外であったようで、かなり感激した感想が多く寄せられた。
　この展覧会を開催して、あらためて田中光顕の早稲田大学に対する深い
厚意と信頼を感じるとともに、図書館草創期の市島館長らの努力が偲ばれ
る。
　田中光顕の孫にあたるご兄弟が高齢ではあるがご健在で、この展覧会の
ことをお知らせしたところ、たいへん喜ばれ、会場に足を運ばれたようで
あったが、われわれを煩わすのを気遣われてか、来訪を知らせることなく、
感謝の言葉をのこして帰られた。祖父のような恬淡とした、謙虚な方々の
ようで、この点も図書館にとってたいへん感謝すべきことであった。
　会期延長を望む声もあったが、会場の都合もあり、また国宝・重文を長
く出しておくのも好ましくないため、予定どおり５月10日で撤収した。全
会期の総入場者数は、約1,000名であった。
（文責・松下眞也）
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礼記子本疏義（国宝） 田中光顕肖像（部分）
西郷隆盛書
大久保利通書
木戸孝允書
